
新
し
 
い
 
一
 年

生
 
に
 

黄
色

い
帽
子
お

く
る
 

児
童
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う
と

市
で
は
，
こ
と
し

も
市
内
の
小
学
校

一
年
生
一
、
〇
一
一

五
人
に
黄
色
い
帽

子
を
贈
り
ま
し
た

七
日
の
入
学
式
に

先
生
か
ら
帽
子
を

か
ぷ
せ
て
も
ら
い

大
喜
び
‘
 
。
 

、
写
真
 

》
 

〈
 

五
小
校
で
、
 

 

昭和 40 年 4 月25口 ス
 

ー
 ユ

 
（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） ①

 

これまで、市の歳入、歳出にかかる収入、支出は、 

すべて青森銀行五所川原支店（市指定金融機関）の窓

口を経由して行なわれてきましたが、こんど青森銀行

の好意により、市役所会計課に係員を派遣して事務を

取り扱うことになりましたので、つぎのことに注意し

てご利用ください。 

（毎月 5. 15. 25日発行） 	第 140 号 	ー一剖 2 円 

発行所五所川原市役所 印刷所陸奥印刷株式会社 

◇開設年月日 昭和40年4月お日から 

◇執務時間 

平 日 	 9時～ 4 時（事務整理のため、窓

ロは 3時にしめます） 

土曜日 	 9時～ 12時 

◇支払金高の制限 

1 件につき20万円まで（但し、債権者が青森銀 

行に口座のある場合はこの限りでありません） 

◇諸証明手数料は、各課（かい）でとりまとめます 

なお、青森銀行五所川原支店の窓口では、従来どおり

市税、その他納付金の収納と支払をいたします。 

報
 

広
 

市
 

原
 

所
 

青森銀行で市役所に 

派 出 所 を 開 設 

（青森県） 五 

被
保

険
者
証
が
届
い
て
 

い
な
い
方
は
保

険
課
へ
 

四
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な

り
、
ま
た
、
記
号
と
番
号
が
か

わ
り
ま
し
た
か
ら
、
医
者
に
か

か
る
と
き
は
必
ず
新
し
い
被
保

険
者
証
を
使
つ
て
く
だ
さ
い
。
 

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
三

月
末
日
ま
で
に
、
皆
さ
ん
の
お

手
も
と
に
お
と
ど
け
で
き
る
よ

う
に
、
各
行
政
連
絡
員
の
方
が

た
に
配
付
を
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
住
所
が
異
動
し

て
か
ら
保
険
課
に
と
ど
け
て
い

な
い
、
被
保
険
者
の
方
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
行
先
が
不
明
で

一
五
〇
世
帯
分
ほ
ど
の
被
保
険

者
が
返
さ
れ
て
き
ま
l
た
。
 

お
心
あ
た
り
の
方
は
、
す
ぐ

に
保
険
課
（
印
か
ん
を
お
持
ち
 

・

く
5
…
 
、
・
（？
・l嚇
く
I・
・
、と
5
'
g
 

秋
 
元
 
議
員
 
ら
 

永
年

勤
続
者

表
彰
 

東
北
市
議
会
議
長
会
か
ら
永
 

年
勤
続
の
三
議
員
が
表
彰
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

▽
十
五
年
以
上
動
続
議
員
 

秋
 
元
 
久
 
吉
 

マ
六
年
以
上
勤
続
議
員
 

外

崎
彦
太

郎
 

小
田
桐

源
太
郎
 
 

に
な
つ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

被
保
険
者
証
が
な
け
れ
ば
、
 

病
気
や
け
が
の
た
め
医
者
に
か

か
る
と
き
、
子
ど
も
が
生
れ
た

と
き
、
家
族
に
ご
不
幸
が
あ
つ

た
と
き
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
不
利

益
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
の

該
当
者
と
な
つ
た
り
除
か
れ
た
 
 

り
し
た
場
合
、
世
帯
の
変
更
や

住
所
の
変
更

（
市
内
の
変
更
で

も
と
ど
け
る
）
な
ど
が
あ
る
と

き
は
す
ぐ
に
と
ど
け
て
く
さ
い

①
 
ほ
か
の
健
康
保
険
の
被
保

険
者
 

②
 
船
員
保
険
の
被
保
険
者
 

③
 
公
務
員
共
済
組
合
の
被
組
 

A
ロ
員
 

④
 
学
校
職
員
共
済
組
合
の
被

組
合
員
 

⑤
 
公
共
企
業
体
職
員
共
済
組

合
の
被
組
合
員
 

⑥
 
日
雇
健
保
の
被
保
険
者

⑦
 
生
活
保
護
の
該
当
者
 

春

の

大
掃
除
 

天
井
裏
も
き
れ
い
に
 

半
年
の
ご
み
を
か
た
づ
け
る

時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
 

昨
年
は
、
旧
市
内
に
も
ダ
ニ

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
 

日
常
掃
除
の
い
き
と
ど
か
な
い

天
井
う
ら
、
床
下
、
物
置
、
下

水
等
を
、
と
く
に
掃
除
し
ま
し

よ
う
。
 

旧
市
内
の
大
掃
除
巡
視
は
、
 

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

マ
4
月
2
1日
 
（
午
前
）田
町
、
 

平
和
町
、
新
町
、
第

一
柳
町
 

（
午
後
）
栄
町
、
元
町
、
成

田
町
、
第
二
柳
町
 

マ
4
月
2
2日
 
（
午
前
）川
端
町

弥
生
町
、
田
園
調
布
、
平
井

町
、
上
平
井
町
（
午
後
）
鎌

谷
町
、
布
屋
町
、
中
平
井
町

下
平
井
町
、
下
平
井
町
住
宅

十
川
町
 

▽
4
月
2
3日
（
午
前
）
東
町
、
 

寺
町
、
敷
島
町
、
東
雲
町
、
 

錦
町
（
午
後
、
本
町
、
岩
木

町
、
大
町
、
柏
原
町
、
幾
島

町
 

▽
4
月
2
4日
（
午
前
）
新
宮
・

末
広
町
、
旭
町
 

Y
4
月
2
6日

（
午
前
）
さ
つ
き

町
、
湊
団
地

（
午
後
）
末
広

町
 



②
 

ス
 

ー
 ユ

 

ー
 
ー
 

政
 

巾
 

p口 i'" q U 叫ニ 4 刀ゾコ目 

ニ
ノ
 

I湊
団
地
、
十

I
 
4

月2
6

日
 

1
 
時
～

3
 
時
 
中
央
公
民
館
 

春の種痘（ほうそう） 

必 ず 受 け、よ 

◇ご都合のよい場所で受けても結構です 

三 	好 4月30日 10時～ 12時 三好診療所 

松 	島 4月30日 1 時～ 2 時 松島支所

毘沙門、長 富 4月30日 1 時～ 2 時 毘沙門小 

中 	川 5月 4 日 1 時～ 2 時 中川診療所 

飯 	詰 5月 6 日 1 時～ 2 時 飯詰支所 

梅 	沢 5月 6 日 1 時～ 2 時 梅沢支所 
以上の地区で都 
合些よ？学けな 5月 7日 1 時～ 3 時 中央公民館 
カュー、ナ”正 ガ、 

五所川原、小曲 

、川町ふくむI 

長 	橋 4月27日 10.30時～12時 長橋診療所 

栄 	4月28日 1 時～ 2 時 栄 支 所 

七 	和 4月28日 10時～ 12 時 羽野木沢小 

◇対 象 者 

① 昭和39年 4 月 1 日から昭和40年 1 月31日までに 

生れた赤ちやん 

② まだうけていな乳幼児 

◇受けるときの注意事項 

① 必ず母子手帳を持参してください 

② 入浴をさせ、清潔なはだ着を着用してください 

◇期日、および時間、場所 

地 区 期 日 時 間 場 所 

中
 
飯
 

◇料金は旧円です（生活保護の世帯に属する赤ちやん

は無料） 

七
 
三
 

障
害
福
祉
年
 

【
 
金

の
支
給
対
象

金
 
範

囲
に
、
従
来
 

の
目
が
ま
つ
た
 

）
 

く
見
え
な
い
、
 

、
刊
」
 耳
が
ま
つ
た
く
 

と
 

福
 
聞
えな
いと
か
 

1
ハ
 
・
一
 
肢
体
不
自
由
な
 

ー
「
 
t
 

ど
の
外
部
障
害

七
」
へ
 
昼F
 
の
ほ
か
に
、
昨
 

、．
ノ
 立
早
 
年
八
月
一
日
か

川
ュ
 
」日
 
ら

つ
ぎ
の
よ
う
 

ェj
ー
 
な
障
害
が
加
え
 

」
お
レ
 弼
竹
 
ら
れ
ま
し
た
。
 

士
コ
 
ー
 
①
 
結
核
に

よ
 

‘
司
 
一
 
る
身
体
の

機

一
 
一
 
能
障

害
 

ー
 

』
 

②
 
結
核
に
よ

る
長
期
に
わ
た
つ
て
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
 

③
 
非
結
核
性
の
呼
吸
器
の
機

能
障
害
 

④
 
精
神
の
障
害

（
異常
性
格

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
お
よ
び
精
神
薄

弱
を
除
く
）
 

渋
谷
氏
東
南
ア
ジ
ア
 

の
産
業
開
発
を
視
察
 

中
央
公
民
館
運
営
審
議
委
員

渋
谷
慎

一
郎
氏
は
、
日
本
産
業

開
発
青
年
協
会
の
主
催
す
る
東

南
7
ジ
7
産
業
研
修
団
（
二
十

人
）
 の
一
員
と
し
て
、
十
五
日

間
に
わ
た
り
各
国
の
産
業
開
発

を
視
察
し
ま
す
。
 

一
行
は
、
四
月
二
十
日
羽
田

を
た
ち
、
五
月
五
日
帰
国
の
予

定
で
す
。
 
 

こ
の
障
害
の
状
態
が
、
障
害
原

因
と
な
つ
た
疾
患
に
つ
い
て
、
 

は
じ
め
て
医
師
の
診
療
を
う
け

た
日
か
ら
三
年
た
つ
た
日
 
（
将

来
と
も
好
転
す
る
可
能
性
の
な

い
も
の
は
、
そ
の
日
）
 に
お
い

て
、
日
常
生
活
が
自
分
一
人
で

で
き
な
い
程
度
の
二
十
才
か
ら

七
十
才
ま
で
の
人
が
，
支
給
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

本
人
、
ま
た
は
身
寄
り
の
方

近
隣
の
方
で
、
こ
の
よ
う
な
状

態
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
保
険
課
国
民
年
金
係
で
、
 

手
続
き
か
お
と
り
く
だ
さ
い
。
 

保
険
課
で
は
、
昨
年
に
引
き

つ
づ
い
て
国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
が

四
月
十
日
現
在
で
、
七
和
地
区

の
俵
元
協
立
納
入
組
合
（
組
合

長
n
三
上
清
十
郎
さ
ん
、
組
合

員
廿
三
二
人
）
 
では
、
当
市
の

ト
ッ
プ
を
き
つ
て
、
全
員
昭
和

四
十
年
度
分

（
昭
和
四
十
年
四

月
ー
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
を

完
納
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
長
橋
地
区
の
浅
井
納

入
組
合
（
組
合
長
『
藤
田
亀
太

郎
さ
ん
、
組
合
員

一
一
壬
ハ
人
）
 

や
、
梅
沢
地
区
の
梅
田
下
親
睦

会
納
入
組
合
（
組
合
長
廿
竹
谷

一
吉
、
組
合
員
四
六
人
）
で
も
 

最
近
、
出
か
せ
ぎ
に
よ
つ
て

い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
で
て
お
り

ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
出

か
せ
ぎ
に
行
く
と
き
は
、
必
ら

ず
市
役
所
農
林
商
工
課
へ
お
い

で
に
な
つ
て
、
行
先
や
条
件
等

を
登
録
し
て
留
守
家
族
の
不
安

を
除
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

農
林
商
工
課
で
は
、
そ
の
た

め
登
録
用
紙
等
を
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
印
か
ん
な
ど
 

四
月
二
十
日
頃
ま
で
に
完
納
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
 

早
く
も
開
始
さ
れ
た
昭
和
四
十

年
度
保
険
料
の
前
納
と
い
う
こ

と
で
、
各
納
入
組
合
の
大
き
な

注
目
を
あ
び
て
お
り
ま
す
c
 

四
月
、
五
月
は
結
婚
式
、
諸

会
合
が
非
常
に
多
く
、
せ
つ
か

く
日
時
を
き
め
て
も
、
会
場
が

ふ
さ
が
つ
て
使
用
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
諸
会
合

の
日
時
を
き
め
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
会
館
の
予
定
を
た
し

か
め
て
く
だ
さ
い
。
 

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

気
楽
に
登
録
で
き
ま
す
か
ら

山
か
せ
ぎ
は
、
登
録
し
て
か
ら

出
発
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

五
所
川
原

一
中
 

の
 
開
校

式
 

五
所
川
原
第

一
中
学
校
の
開

校
式
は
、
七
日
市
民
文
化
会
館

に
二
、
三
年
生
徒
九
〇
〇
人
、
 

教
員
、
統
合
功
労
者
な
ど

一
〇

〇
人
が
出
席
し
て
お
こ
な
わ
れ

た
。
 

松
島
、
五
所
川
原
両
中
学
校

の
統
合
に
よ
り
、
今
ま
で
の
五

所
川
原
中
学
校
は
五
所
川
原
校

舎
、
松
島
中
学
校
は
松
島
校
舎

と
な
り
ま
す
。
 

市
民

文
化

会
館
 

協

賛
会
が
解

散
 

五
川
原
市
民
文
化
会
館
の
施

設
、
設
備
の
充
実
を
は
か
る
た

め
、
三
十
八
年
十
一
月
十
六
日

発
足
し
た
市
民
文
化
会
館
協
賛

会

（
会
長
】
原
商
工
会
議
所
会

頭
）
は
、
多
額
の
お
金
と
器
具

を
ご
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
 

四
月
三
目
解
散
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
民
文
化
会
館
の
た
め
、
ご

寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に

厚
く
お
礼
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

早

く
も

保

険
料

を
前

納
 

俵
元
協

立
国
民
年
金

納
入
組

合
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